
第１８回 埼玉県新型感染症専門家会議 概要 

 

１．日時：令和２年１２月２２日（火）１７：３０～１９：００ 

 

２．会場：危機管理防災センター本部会議室 

 

３．委員（敬称略 五十音順） 

  岡部 信彦  川崎市健康安全研究所 所長 

  金井 忠男  埼玉県医師会 会長 

  川名 明彦  防衛医科大学校 教授 

  坂木 晴世  国立病院機構西埼玉中央病院 専門看護師 

  松田 久美子 埼玉県看護協会 会長 

  

４．県側参加者 

  大野 元裕  知事 

  髙田 直芳  教育長 

  山野 均   県民生活部長 

  森尾 博之  危機管理防災部長 

  加藤 和男  産業労働部長 

  星  永進  保健医療部 参事 

  本多 麻夫  保健医療部 参事 

  唐橋 竜一  保健医療部 副部長 

  岸本  剛  衛生研究所 副所長 

  



５．主な意見 

 ア 新型インフルエンザ対策特別措置法に基づく協力要請について 

 ○ 営業時間短縮要請については、首都圏一体で行うべき。埼玉県だけが早

めに解除してしまうと、他県からの流入が懸念される。（金井委員、川名

委員、松田委員） 

 ○ 営業時間短縮要請に応じた事業者に対し、効果があったのであれば効果

があったということを伝えていくことが必要ではないか。（坂木委員） 

【県の対応】 

● 県内の感染状況及び委員の意見を踏まえ、特措法第２４条９項に基づく協

力要請を以下の通り行った。（令和２年１２月２３日開催第３５回新型コロ

ナウイルス対策本部会議において決定。） 

 １ 県民及び事業者への協力要請 

 （１）要請の期間 

    令和２年１２月２４日（木）から令和３年１月１７日（日）まで 

 （２）協力要請の内容 

   ア 県民に対して 

    ○ 高齢者や基礎疾患のある方の不要不急の外出自粛 等 

   イ 事業者に対して 

    ○ 事業者によるテレワーク、時差出勤、休日分散の推進 等 

 

 ２ 営業時間の短縮等の要請 

 （１）要請の期間 

    令和２年１２月２８日（月）午前０時から令和３年１月１１日（月） 

   午後１２時まで 

 （２）要請の内容 

   ア 事業者への協力要請 

      内容：営業時間の短縮 

      対象：さいたま市大宮区、川口市、越谷市内の「酒類の提供を行 

        う飲食店」及び「カラオケ店」 



    営業時間：午前５時から午後１０時まで 

   イ 県民への協力要請 

     営業時間の短縮を要請している、さいたま市大宮区、川口市、越谷 

    市内の「酒類の提供を行う飲食店」及び「カラオケ店」の午後１０時 

   以降の利用回避 

 

 イ 自宅療養基準について 

 ○ 自宅療養者については SpO2 をはじめしっかりと体調チェックをしている

ので安全であるという前提があることについて記載すべき。（金井委員） 

 ○ 自宅療養基準の変更にあたっては、宿泊療養の更なる活用がセットとな

るべきである。現行では消毒、清掃、配送などの点において改善する余地

がある。（坂木委員、松田委員） 

【県の対応】 

● 委員の意見を勘案し、以下の通り、自宅療養の基準を決定した。（令和２

年１２月２３日開催第３５回新型コロナウイルス対策本部会議において決

定。） 

 入院が必要ないと判断した者は原則とする。 

 ただし、宿泊療養施設の受入可能人数の状況を踏まえ、必要な場合には以下

の１又は２に該当する者であって且つ３に該当する者については自宅療養と

する（ただし、医師がリスク等を勘案して異なる判断を行う場合にはこのか

ぎりでない）。 

 なお、本人が希望する場合は宿泊療養を認めることができる。 

１ 独居で自立生活が可能である者 

 

２ 以下の点を総合的に勘案して、保健所長が自宅療養の対象者として認めた

者 

 ① 同居家族等が重症化リスクのある者や医療介護従事者の場合、生活空間

を完全に分けることができること 

 ② 同居家族等が重症化リスクのある者や医療介護従事者でない場合、寝食、



風呂、トイレの使用時などに適切な感染管理を行うことができること 

 ③ 同居家族等に喫煙者がいないこと 

 ④ 対象者が同居者の育児や介護を担っており、代わりを行う者がいない場

合、同居者も含めた体調管理や体調不良時の対応を保健所や地域の福祉サー

ビス等で調整可能であること 

 

３ 以下①～④のすべてを満たす者 

 ① 動脈血酸素飽和度（SpO₂）が 96％以上 

 ② 糖尿病、肺疾患、心臓疾患、腎臓疾患等の基礎疾患がない 

 ③ 50 歳未満 

 ④ 肥満（BMI25 以上）でない 

※ 埼玉県では日々保健所が自宅療養者の健康観察を行っている 

 

 ウ 家庭内感染の防止対策について 

 ○ 「おうちでマスクキャンペーン」は非常にいい取組ではないか。（川名

委員、坂木委員） 

 ○ 是非やっていただきたいが、地域が限定になっているのを他の地域でも

実施してはいかがか。県西部についても、知事が来られると非常にインパ

クトがあると考える。（川名委員） 

 ○ キャンペーン実施に協力する。（金井委員、松田委員） 

【県の対応】 

● １２月２５日に大宮駅、川口駅、南越谷駅、２８日に所沢駅において、知

事や県医師会、郡市医師会などと協力して「おうちでマスク」街頭キャンペ

ーンを実施した。 


